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①きめ細かい河川防災情報の提供に関する検討 

検討内容(平成 20 年度) 検討成果(平成 20 年度) 

■検討目的 

将来的には地区別避難計画の策定を見据え、沿川市町が避

難勧告等を発令する際の判断支援を行うことを目的とする。

なお、判断支援のための方法については地元住民の利用も想

定し、できるだけ簡易的な方法を整備するものとする。 

■検討フロー 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

■簡易量水標設置箇所(モデル 3 箇所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・姉川・高時川沿川および天野川沿川の地元住民が注視し

ている危険箇所において、住民が危険あるいは避難する

と感じている水位を関係市町へのアンケート調査および

ヒアリング調査により把握した。 

・地元住民が注視する危険箇所と近傍水位局との水位関係

を把握し、同箇所での分かり易い危険度把握手法として、

水位関係表を利用した手法を提案した。 

・地元住民が注視している危険箇所において、水位の変化を目視で確認し易くし、市町の防災担当者のみならず沿川住民が、時々刻々の水位変化からその危険

性を確認し、避難する際の判断指標となる簡易量水標をモデル箇所に設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

実際に設置した簡易量水標 

(a)大井橋右岸橋台部 (b)馬渡橋左岸護岸部(橋梁下) (c)馬渡橋下流グラウンド階段スロープ 

地元住民が注視する危険箇所と近傍水位局との関係資料 水位換算資料と簡易量水標の使用方法 

地区別避難計画の策定(将来計画) 

今
後
の
展
開
（案
） 

地元住民が注視する危険箇所での危険度把握手法の検討

・既設テレメータとの関係について
・分かり易い危険度把握手法の検討
・簡易量水標の設置について

水位換算表の精度向上にかかる検討

・地元住民が注視する危険箇所における詳細情報の把握
(詳細位置・写真、危険を判断する水位 等)

(a) 
(b) (c) 

(a)大井橋右岸 

(b)馬渡橋左岸 

(c)馬渡橋右岸 

 



■今年度の検討内容と検討成果(概要版) 

 2

②広域避難計画(案)の策定に関する検討 

検討内容(平成 20 年度) 検討成果(平成 20 年度) 

■検討目的 

姉川・高時川の破堤シナリオに沿って、住民を安全に避

難させるにあたっての課題を災害図上訓練により抽出し、

課題に対する解決案についてとりまとめることを目的と

する。 

■検討フロー 

 

 

 

 

 

 
 

■災害図上訓練での想定シナリオと最終目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・災害図上訓練を通して、各担当者は想定外規模の洪水が発生した場合の様々な課題につ

いて、認識を共有できた。 

・特に、福祉関係者からは災害時要援護者に関する課題が喫緊であるとの意見が多く、各

担当者とも具体的な対応策の実施を早急にすべきであるとの認識を持つことができた。 

・災害図上訓練で抽出された課題に対する解決案について協議し、体系的に整理した。 

【解決案の具体的実施状況】 

※2008 年 12 月 12 日に「広域避難の連携に関する基本協定書」を締結 

※水害時の北陸自動車道活用に向けた具体的内容の検討(虎姫町より提案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立場毎の時系列対応表 災害図上訓練の様子 

抽出課題と解決案の体系的整理図 
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③自主防災組織の活動強化支援対策の検討 

検討内容(平成 20 年度) 検討成果(平成 20 年度) 

■検討目的 

自主防災組織の活動強化支援の一方策としての「自主防

災活動マニュアル(風水害編)の作成支援」について、マニ

ュアルの完成型を見据えた上で、湖北圏域の自治会の取組

事例を調査・収集し、とりまとめることを目的とする。 

■検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■自主防災組織活動マニュアルの完成型イメージ 

 

 

 

・湖北圏域内自主防災 WG の 3 市町における各地区について取組事例を収集し、各地区の特徴的な視点からとりまとめた。 

米原市 ：絆マップ、NPO 取り組み事例(寺倉地区、長沢地区、世継地区、宇賀野地区、NPO 法人いきいきおうみ) 

余呉町 ：雪害を通した地域コミュニティ(上丹生地区、菅並地区、中河内地区) 

西浅井町：土砂災害から身を守る情報伝達体制(菅浦地区) 

・自主防災 WG 市町内における自治会での先進事例について調査したが、結果的に地元としては先進事例という認識は無く、「あたりまえに日々取り組んでいる

こと」の事例としての認識であることが明らかとなった。これらの「あたりまえに日々取り組んでいること」の事例集は他の自治会長への参考になると同時に、

各自治会を顕彰し、励みに繋がることが期待できる。 

 
※自主防災 WG 以外の湖北圏域内の市町についても、同様の様式にて収集する 

※最終的なマニュアルについては、別途防災危機管理局にて作成中のマニュアルと調整する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マニュアル完成型(案)

自主防災組織とは

・自主防災組織の必要性
・自主防災組織の役割
・自主防災組織とは
・リーダーとして行うべきこと
・リーダーの生の声
・市町が自主防災組織に望むこと

風水害時の自主防災活動

・時系列で見た自主防災活動
・情報収集および伝達
・避難行動
・給食・給水活動
・避難生活
・被災後の復旧活動
・過去の洪水時にとった行動と教訓

(平成18年7月洪水、平成20年7月洪水)

平常時の自主防災活動

・地域住民への防災知識の普及・啓発
・危険箇所把握と要援護者対策
・防災資機材の整備・点検
・防災訓練
・自主防災組織の活性化

取組事例紹介

・地域防災力アンケート結果
・自主防災組織の取組事例紹介

平成20年度取り組む内容(案)

※「現場の声」としてマニュアルに反映する

先進事例収集
(WG市町：米原市・余呉町・西浅井町)

・WG市町について、先進事例を収
集、整理する

先進事例収集
(WG以外市町：その他湖北圏域市町)

・WG以外市町について、先進事例を
収集、整理する

事例のとりまとめ

・湖北圏域の各市町における先行事
例を事例集としてとりまとめる

マニュアル(案)の作成

・別途防災危機管理局で作成中のマ
ニュアルを参考に作成する

防災危機管理局にて別途作成中の
「自主防災組織支援マニュアル」

先進事例の整理、WG以外の市町へ
依頼する

平成20年度実施範囲

次年度以降実施範囲

米原市寺倉地区、長沢地区、世継地区、宇賀野地区の事例 西浅井町菅浦地区の事例 

余呉町区上丹生地区、菅並地区、中河内地区の事例 


